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1. モダリティについては、これまで様々な研究がなされ、論じられてきている。学習
英文法の観点からのモダリティの定義は、Carter et al.（2011, 288）の以下の記述が
参考になるであろう。“Modality is about a speaker’s or a writer’s attitude towards 
the world. A speaker or writer can express certainty, possibility, willingness, 
obligation, necessity and ability by using modal words and expressions.”つまり、
「モダリティは、話し手や書き手の物事に対する態度に関するものであり、話し手や
書き手は、確実性、可能性、自発性、義務、必然性や能力をモダリティを表す語や
表現を用いて表す」。本稿では、モダリティを表す言語表現をモダリティ表現と呼ぶ
ことにする。英語のモダリティ表現については、従来、助動詞の研究が中心であり、
副詞などのその他のモダリティ表現を含めた、より幅広い研究の必要性が指摘され
ている（e.g. Hoye 1997, 2-3; Simon-Vandenbergen and Aijmer 2007, 2; Boogaart 
and Fortuin 2016, 534）。1   Simon-Vandenbergen and Aijmer（2007, 2）は、モダリ
ティを表す副詞について、Quirk et al.（1985）、Biber et al.（1999）、Huddleston and 
Pullum（2002）のような大型の文法書を除いて、まだ研究論文が比較的少ないこと
1 モダリティを表す表現の例として、Hoye（1997, 2-3）は、イディオム（e.g. HAD BETTER、
WOULD RATHER、WOULD SOONER）、形容詞、名詞、副詞、動詞を、Simon-Vandenbergen 
and Aijmer（2007, 2）は、名詞、形容詞、副詞、動詞を挙げ、Boogaart and Fortuin（2016, 
534）は、副詞と形容詞に言及している（それぞれの表現項目は掲載順）。
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にも触れている。さらに、モダリティの重要性と学習者にとっての習得の難しさにつ
いて、Holmes（1988, 21）は、“There is widespread agreement among both 
theoretical and applied linguists that modality is a complex and very important 
aspect of English which is not easy for first or second language learners to acquire.”
と述べている。
本稿では、Biber et al.（1999）の分類に基づき、epistemic modality（認識的モダ
リティ）のうち、“certainty”と“doubt”を表す副詞について、学習者コーパスと英語
母語話者コーパスの分析に基づき、日本人英語学習者の使用傾向を分析することに
より、モダリティ表現の指導への手がかりを得ることを目的とする。
2．学習指導要領の記述を見てみると、高等学校学習指導要領 第2章 第8節 外国語 
第2款に記述されている各科目の内容中の「言語活動」について、例えば、コミュニ
ケーション英語Ⅰでは、「情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をした
りする」など、英語表現Ⅱでは、「情報や考えなどをまとめ，発表する。また，発表
されたものを聞いて，質問したり意見を述べたりする」などが挙げられ、その他の記
述中にも、「情報や考え」あるいは「意見」という言葉が繰り返し用いられている。こ
のように、高等学校の外国語において、「情報、考え、意見」などを表現する言語活
動とその指導が求められていることが分かる。このような言語活動を行うためには、
語や文法などの言語材料が用いられる。藤本（2017, 41）は、高等学校学習指導要領
及び、高等学校学習指導要領解説について、モダリティに関連する記述は、高等学
校学習指導要領解説の言語材料のうち、文法事項に含まれる助動詞の項目に見られ
るのみで、副詞などのその他のモダリティ表現については言及がないことに触れた。
どのようなモダリティ表現をどこまで指導に取り入れるかは、学習レベルを考慮する
必要があると思われるが、モダリティ表現を用いて、物事に対する態度を表すこと
ができるようになることは、学習者にとって有益なことであろう。
Epistemic modalityの学習者への指導に関して、McEnery and Kifle（2002, 193）
は、助動詞が中心となっており、副詞などのその他のモダリティ表現は、助動詞ほど
扱われていないことを以下のように指摘している。“[E]pistemic modal verbs are 
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taught as principal types of epistemic modality and less treatment is given to 
adverbial, lexical, adjectival, and noun groups.”　Epistemic modalityは、日常生活
の中で、考えや判断を述べる場合に、どの程度の確信度をもっているか表すために
も必要とされる。Coats（1983, 18）には、“It [Epistemic modality] is concerned with 
the speaker’s assumptions or assessment of possibilities and, in most cases, it 
indicates the speaker’s confidence（or lack of confidence）in the truth of the 
proposition expressed.” のようにある。話し手や書き手は、物事に対する自分の確信
度を適切に表現することにより、場面や目的に応じて、より効果的なコミュニケーシ
ョンを図ることができるといえよう。
3．比較分析するコーパスは、学習者コーパスThe Longman Learners’ Corpus（LLC） 
の日本人データ（LLC_J）と母語話者コーパスAmerican English 2006 （AmE06）、
British English 2006（BE06）である。2   LLCは、世界中から収集された英語学習者
のエッセイや試験答案からの書き言葉データ8,974,424語からなるおよそ1,000万語
のコーパスである。検索設定で、Country of data collectionを日本、Native 
language categoryを日本語とし、Task typeをset/free/project essaysにすると、日本
人学習者データ930,973語、つまりおよそ100万語のサブコーパスとなる。このサブ
コーパスには、American English（AmE）とBritish English（BrE）が含まれている
ため、検索設定のTarget variety of Englishで、AmEとBrEのサブコーパスに分け
ると、AmEは、741,303語、BrEは、189,670語となる（LLC_J_AmE、LLC_J_
BrE）。母語話者コーパスのAmE06は、書き言葉1,175,965語からなるアメリカ英語
コーパスであり、BE06は、書き言葉1,147,097語を集めたイギリス英語コーパスで
ある。AmE06とBE06ともにおよそ100万語のコーパスである。両コーパスとも検
索設定において、Broad genreをLearnedとする。AmE06が185,506 語、BE06が
182,121語のサブコーパス（AmE06_L）、（BE06_L）となり、それぞれおよそ20万語
の学術英語コーパスである。
2 CQPweb at Lancaster. Available at https://cqpweb.lancs.ac.uk/.
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4．本稿で調査する副詞の項目について、Biber et al.（1999）に沿って述べていく。
Biber et al.（1999, 538）は、adverbsについて、“In a clause, adverbs can either be 
integrated into an element of the clause or function themselves as an element of the 
clause.”として、adverbsは、前者の場合は、modifiersの働きをし、後者の場合は、
adverbialsであると説明している。さらに、同書は、adverbialsについて、“ [I]t is 
important to distinguish adverbials from other features which have similar 
structures but are constituents of a phrase rather than elements of a clause.” （762）
と記述している。例文(1)-(5)を見てみよう。
(1)  I keep walking in this rubbish.
(2)  She grinned widely.
(3)  In all honesty, $300 million is not going to make a fundamental change.
(4)  The £3,000 prize in the women’s event went to Bev Nicholson.
(5)  Widely varying types of land are cultivated.
Biber et al. (1999, 762)
例文 (4)-(5) において、in the women’s event、Widelyは、それぞれ、名詞prizeと形
容詞varyingを修飾しているため、“constituents of a phrase”であり、adverbialsと
みなされない。一方、(1)-(3) のin this rubbish、widely、In all honestyは、“elements 
of a clause”であるため、adverbialsである。本稿では、Biber et al.（1999）のいう
modifiersとadverbialsの両方を扱い、あわせて副詞と呼ぶことにする。
Biber et al.（1999）の副詞の文中での働きと表す意味について見てみよう。まず、
副詞の働きについて、同書は、Adverbs modifying adjectives、Adverbs modifying 
other adverbs、Adverbs modifying other elements、3   Adverbs as complements of 
prepositions、Adverbs as clause elements: adverbials、Adverbs with degree 
3 Biber et al.（1999, 548）の“other elements”には、“noun phrases （or parts of noun phrases）”、
“prepositional phrases”、“particles”、“numerals or measurements”が含まれる。
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complements、Adverbs standing aloneの7つを挙げている（544-551）。先に述べた、
modifiersの働きをするものとadverbialsの働きをするものがあることが分かる。副
詞の意味は、7つの主たるカテゴリーとその他に分類されている。つまり、Place、
Time、Manner、Degree、Additive/restrictive、Stance、Linking、Other meanings
である（552-560）。これらのうち、本稿では、Stanceの意味をもつ副詞を扱う。この
カテゴリーの中には、epistemic、attitude、styleの3つのタイプがあり、第1のタイプ
epistemicには、1. certainty/doubt、2. reality/actuality、3. evidence、4. limitations、
5. imprecision [hedges] が含まれる（557）。本稿では、1の“certainty/doubt”を表す副
詞に焦点を絞って調査する。
Figure 1は、Biber et al.（1999）の副詞の意味分類を簡潔に図示したものである。
本稿で扱うものを太字にしている。
Figure 1.　Biber et al.（1999）の副詞意味分類概略図
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Biber et al.（1999, 561-562, 869）は、およそ4,000万語（40, 025,700語）の話し言
葉と書き言葉からなるthe Longman Spoken and Written English Corpusを分析し、
頻度の高い副詞を、“most common adverbs groups”と“most common stance 
adverbials”として挙げている。本稿では、同書の分析に基づき、“certainty/doubt”
の意味を表す副詞で、adverbとしてもadverbialとしても頻度が高い4つの副詞
probably、maybe、perhaps、of courseについて、日本人学習者と母語話者の使用
を比較分析する。4
Tables 1-2は、Biber et al.（1999, 561-562, 869-870）の分析結果に基づき、これら
4つの副詞の100万語あたりのおおまかな出現件数を表している。Table 1では、
adverbとしての出現件数、つまり、modifierとadverbialのいずれの働きをする場合
も件数に含まれており、Table 2は、adverbialとして用いられている件数を表し
ている。それぞれのTableで、conversation（CONV）とacademic prose （ACAD） 
の2つのレジスターの頻度を比較することができる。Conversationは、AmEとBrE
の頻度情報が、それぞれ別に与えられており、academic proseは、AmEとBrEを分
類しないで、件数が示されている。Table 1に見られるように、Biber（1999, 561-
562）には、adverbの出現頻度が、at least 200とover 1,000のいずれかで示されてお
り、かなり大まかな件数表示である。一方、同書（869-870）のadverbialの頻度は、
less than 50と100件刻みの件数で表されている。
4 Biber et al. （1999, 540）は、of courseを副詞として用いられる“fixed phrase”としている。
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Table 1.　Adverbとしてのprobably、maybe、perhaps、of courseの100万語あた
りの出現件数（modifierとadverbialを含む）
AmE CONV BrE CONV ACAD
probably at least 200 at least 200 at least 200
maybe at least 200 at least 200 -
perhaps - at least 200 at least 200
of course at least 200 at least 200 at least 200
-（ハイフン）は、出現件数が200に満たないことを示す。
Biber et al.（1999, 561-562）に基づいて作成。
Table 2.　Adverbialとしてのprobably、maybe、perhaps、of courseの100万語あ
たりの出現件数
AmE CONV BrE CONV ACAD
probably 900 600 200
maybe 800 200 less than 50
perhaps 100 200 300
of course 200 300 200
Biber et al.（1999, 869-870）に基づいて作成。
Table 1では、4つの副詞の頻度は、at least 200のように大まかな件数であるので、
詳細を論じることはできないが、maybeの頻度は、ACAD、つまり、あらたまった英
語において低く、perhapsは、AmE CONVで、頻度が低いことが分かる。次に、
Table 2を見てみよう。AmE CONVでは、第1位、probably（900件）、第2位、
maybe（800件）、第3位、of course（200件）、第4位、perhaps（100件）であり、第
2位までと、第3位以下の間に大きな頻度差がみられる。BrE CONVでは、第1位、
probably（600件）、第2位、of course（300件）、第3位、maybeとperhaps（いずれ
も200件）であり、第1位と第2位以下の間の頻度差が大きい。AmEとBrEともに、
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CONVでは、probablyの頻度が最も高く、AmE CONVにおいて、BrE CONVより
もmaybeの頻度がかなり高い。ACADは、第1位、perhaps（300件）、第2位、
probably、of course（いずれも200件）、第4位、maybe （50件以下）である。Table 
1と同様に、maybeは、ACADにおいて、頻度が低い。
5．4つの副詞 probably、maybe、perhaps、of courseについて、5.1において、日本
人学習者と英語母語話者の使用を比較分析し、5.2では、日本人学習者の学習レベル
別の使用傾向を調査する。
5.1．Table 3は、LLC_J_AmEとAmE06_L、Table 4は、LLC_J_BrEとBE06_L
の4つの副詞の頻度の比較結果を表す。それぞれ、実頻度と、カッコ内に、1万語あ
たりの調整頻度を示している。日本人英語学習者コーパスと母語話者コーパスの使
用頻度に有意差があるか調べるため、log-likelihood testを用いて検定を行った。出
現件数については、LLC_Jは、学習者の綴りに誤りのある場合は、検索ヒット件数
にカウントされていない。例えば、LLC_Jには、*probabllyや*parhapsのような誤
りが見られるが、それぞれ、probably、perhapsの検索にはヒットしない。
Table 3.　LLC_J_AmE vs AmE06_L
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
LLC_J_AmE AmE06_L LL p-value
probably 87 (1.17) 34 (1.83) -4.53 < 0.05
maybe 177 (2.39) 0 (0.00) -
perhaps 61 (0.82) 52 (2.80) -38.61 < 0.0001
of course 248 (3.35) 30 (1.62) 17.07 < 0.0001
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、副詞の頻度が、AmE06_Lよりも、
LLC_J_AmEにおいて低いことを表す。
MaybeのLLの-（ハイフン）は、AmE06_Lにおいて出現件数が0であるため、計算
できないことを表す。
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Table 4.　LLC_J_BrE vs BE06_L
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
LLC_J_BrE BE06_L LL p-value
probably 20 (1.05) 12 (0.66) 1.71
maybe 21 (1.11) 3 (0.16) 14.46 < 0.001
perhaps 12 (0.63) 24 (1.32) -4.58 < 0.05
of course 71 (3.74) 15 (0.82) 37.38 < 0.0001
LL=log-likelihood values。LLの－の値は、副詞の頻度が、BE06_Lよりも、LLC_
J_BrEにおいて低いことを表す。
日本人英語学習者のこれらの副詞の使用傾向を、LLC_J_AmEとAmE06_L を、
LLC_J_BrEとBE06_L をそれぞれ比較しながら見てみよう。まず、Table 3をもとに、
LLC_J_AmEとAmE06_L を比較する。AmE06_Lの使用頻度は、第1位、
perhaps、第2位、probably、第3位、of course、第4位、maybeである。LLC_J_
AmEの使用頻度は、第1位、of course、第2位、maybe、第3位、probably、第4位、
perhapsである。断定を避ける表現のprobably、maybe、perhapsの中では、maybe
の頻度がかなり高い。有意差は、3つの副詞probably、perhaps、of courseで確認
された。Probablyとperhapsの頻度は、LLC_J_AmEのほうがAmE06_Lよりも有
意に低い（それぞれ、p<0.05、p<0.0001）が、of courseは、LLC_J_AmEのほうが
AmE06_Lよりも有意に高い（p<0.0001）。Maybeは、AmE06_Lの出現件数が0件
であるため、LLC_J_AmEと比較することができないが、LLC_J_AmE において、
頻度が高いことは、注目に値する。次に、Table 4のLLC_J_BrEとBE06_Lの比較
結果を見てみよう。BrE06_Lにおける順位は、第1位、perhaps、第2位、of 
course、第3位、probably、第4位、maybeである。LLC_J_BrEの使用頻度は、
LLC_J_AmEと同じく、第1位、of course、第2位、maybe、第3位、probably、第
4位、perhapsである。Perhapsは、AmE06_LとBrE06_Lでは、いずれにおいても
第1位であるが、LLC_J_AmEとLLC_J_BrEでは、第4位である。Probablyは、
LLC_J_BrEとBE06_Lの間に有意差はないが、maybeは、LLC_J_BrEのほうが有
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意に高く（p<0.001）、perhapsは、LLC_J_BrEのほうが有意に低い（p<0.05）。Of 
courseは、LLC_J_BrEのほうが有意に高い（p<0.0001）。
LLC_J_AmEとLLC_J_BrEともに母語話者コーパスよりも頻度が高い副詞は、
maybeとof courseである。逆に、LLC_J_AmEとLLC_J_BrEともに母語話者コー
パスよりも頻度が低い副詞は、perhapsである。先にも述べたように、AmE06_L の
maybeの頻度が0件のため、LLC_J_AmEとAmE06_L の比較については、明確な
ことは述べることができないが、日本人英語学習者が、断定を避けるためにmaybe
を頻繁に用いる傾向性はつかむことができる。
Maybeとperhapsが表す確信度は、どのようであろうか。Hands and Wild（2012, 
20-21）は、“Adverbials of probability”として、“least certain”から“most certain”
を表す順に、conceivably/possibly/perhaps, maybe/hopefully/probably/presumably/
almost certainly/no doubt, doubtless/definitelyのように掲載している。この記述に
よると、maybeとperhapsの確信度は同じ程度となる。さらに、Swan（2016, エント
リー525）には、“These two words [maybe and perhaps] mean the same. They are 
both common. In British English, perhaps is used more often than maybe in a 
formal style.”とあり、maybeとperhapsは同じ意味をもつが、BrEでは、あらたま
った英語では、perhapsのほうが、maybeよりも頻度が高い。LLC_J_AmEは、
AmE06_Lよりも、perhapsの使用頻度が有意に低く（p<0.0001）、LLC_J_BrEも
BE06_Lよりも、有意に低い（p<0.05）。日本人英語学習者が、perhapsよりもmaybe
のほうをかなり頻繁に使用するということは、maybeの使用には慣れているが、より
あらたまった表現のperhapsの使用に慣れていないということだろうか。Biber et al. 
（1999, 868）は、maybeの使用について、BrEとAmEのconversationを比較すると、
後者において“far more common”と述べている。第4章のTable 1において、maybe
の100万語あたりの頻度は、conversationにおいて、AmEとBrEともに、少なくとも
200件はあるが、academic proseでは、出現件数は、200件に満たない。Table 2では、
maybeの100万語あたりの頻度は、conversationにおいては、AmEでは、800件、
BrEでは、200件であるが、academic proseでは、50件以下である。Maybeは、日
本人学習者が、アカデミックライティングにおいて、くだけた表現を用いてしまう一
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つの例といえようか。学習者への英語表現のフォーマリティの指導も必要であろう。
日本人学習者のmaybeの使用頻度が高いことは、学習の順序や教科書の影響なども
考えられるかもしれない。これらの調査は、今後の課題としたい。
5.2．LLC_Jのデータの中から、学習者の学習レベル別に、4つの副詞の使用頻度を
調べてみよう。レベルは、Elementary（139,931語）、Pre-intermediate（169,123語）、
Intermediate（125,220語）、Upper intermediate（444,677語）、Advanced（36,355語）
の5つを比較調査する。5   ここでは、LLCのTarget variety of Englishの設定による
AmEとBrEの分離はしないで検索する。
Table 5は、学習者のレベル別に、それぞれの副詞の実頻度と1万語あたりの調整
頻度を表したものである。以下、学習レベルに1万語あたりの調整頻度をカッコに入
れて付す。Probablyは、Elementary（0.64）、Pre-intermediate（0.59）、Intermediate
（0.72）のレベルは、1万語あたり、1件を下回っているが、Upper intermediate（1.60）、
Advanced（1.38）レベルにおいては、1件を上回り、若干ではあるが、上位2レベル
で使用頻度が高い。Maybeは、Elementary（1.79）、Pre-intermediate（2.07）、
Intermediate（3.91）で、レベルが高いほど頻度が高いが、Upper intermediate（1.89）、
Advanced（1.10）とレベルが高くなるにつれ、頻度が低い。Perhapsは、Pre-
intermediate（1.12）レベルのみ、1万語あたり1件を越えている。Of courseは、
Elementary（3.07）、Pre-intermediate（3.13）、Intermediate（3.43）、Upper 
intermediate（3.76）で1万語あたり3件を越え、Upper Intermediateで最も頻度が高く、
Advanced （2.48）は、最も低い。
5 LLCは、これら5つのレベル以外に、Beginnersなどのレベルが設けられているが、レベ
ル設定基準については、その基準やスコアなどの情報が公開されていない（“PEARSON,” 
PearsonELT.com, accessed April 27, 2017, http://www.pearsonlongman.com/dictionaries/
corpus/learners.html.）。著者は、本稿執筆時現在、学習者のレベル分類の基準について、
LLC構築に携わったPearson社のMike Mayorの回答を待っているところである。
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Table 5.　日本人英語学習者レベル別頻度
（  ）内は1万語あたりの調整頻度
Elementary Pre-intermediate Intermediate
Upper 
intermediate Advanced
doubt/certainty
probably 9 (0.64) 10 (0.59) 9 (0.72) 71 (1.60) 5 (1.38)
maybe 25 (1.79) 35 (2.07) 49 (3.91) 84 (1.89) 4 (1.10)
perhaps 4 (0.29) 19 (1.12) 7 (0.56) 36 (0.81) 1 (0.28)
of course 43 (3.07) 53 (3.13) 43 (3.43) 167 (3.76) 9 (2.48)
Figure 2は、調査した4つの副詞すべての頻度を学習者のレベル別に比較したも
のである。この図を見る限りでは、Elementary、Pre-intermediate、Intermediateと
レベルが高いほど、 使用頻度が高く、Upper intermediate、Advancedとレベルが高
いほど、使用頻度が低い。試みに、調査した5つの学習者レベルを下位2グループ、
上位3グループに分けて、有意差を調べたところ、上位レベルのほうが、下位レベル
よりも有意に使用頻度が高い（p<0.01）。Upper intermediate、Advancedとレベルが
高いほど、使用頻度が低くなっているのは、上位レベルの学習者が、“certainty/
doubt”を表すために、副詞以外のモダリティ表現を使用していることも考えられる。
このことについては、今後、複数のモダリティ表現の比較調査が必要である。
Figure 2.　LLC_Jにおける“certainty/doubt”を意味する4つの副詞のレベル別使用頻度
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6．本稿では、“certainty/doubt”の意味をもつ4つの副詞にフォーカスを絞って調査
した。母語話者に比べて、日本人学習者のアカデミックライティングにおいて、
maybeの使用頻度が高く、perhapsの使用頻度が低いことから、フォーマリティに応
じた適切な表現の指導の必要性が考えられる。
今回の調査は、LLC_Jのデータに基づくものであるため、他の日本人学習者の英
語コーパスも分析し、使用傾向をさらに調査したい。本稿では、“certainty/doubt”
の意味を表す4つの副詞に焦点を絞ったが、モダリティを表す副詞の調査項目を広げ、
体系的に日本人英語学習者の使用傾向を把握する必要があるのは言うまでもない。
第1章、第2章で、従来、言語研究も学習者への指導も助動詞に中心がおかれ、
その他のモダリティ表現の扱いが十分になされているとはいえないことが指摘されて
いることを述べたが、決して、probably、maybe、perhaps、of courseなどをはじめ
とするモダリティを表す様々な副詞が指導されていないわけではない。今後、助動詞、
副詞、他の品詞を含めたモダリティ表現の体系的な研究がなされ、モダリティ表現
の効果的な指導法や教材開発につなげていく必要があると考える。
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